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研究成果の概要（和文）：  

３年間の研究により、以下の結果が得られた。 

１）呼吸様式によりいびきの音響学的特徴は異なる。口呼吸により１０００Hz周辺のいびき

の音圧が著明に増大する場合には、閉塞部位として口蓋扁桃が予想される。   

２）３次元 CTを用いた検討にて、口呼吸状態では上気道全体の形態が変化し、３次元的な上

気道体積も減少する。 

  ３） １）２）から、いびきの音響解析と３次元 CT の併用により、患者の上気道形態を非侵

襲的に評価する事が可能であると考えられた。 

 

研究成果の概要（英文）： 

 In the present study, the following fact became clear. 1) A changing pattern of acoustic 

property of snoring with the change of breathing route has plural types, but the type 

that sound pressure around 1000Hz increases remarkably by mouth breathing is expected 

that bilateral palatine tonsil is one of the major site of upper airway obstruction. 2) 

According to 3D-CT examination, even in awake, upper airway became narrow with oral 

breathing. 

3) Acoustic analysis of snoring sound combined with 3D-CT image analysis could become 

a useful and less invasive tool for evaluating the upper airway tract configuration. 
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１．研究開始当初の背景 

 睡眠呼吸障害はいびき・睡眠時無呼吸症候

群を中心とした睡眠時の呼吸異常を包括す

る病態である。睡眠呼吸障害のほとんどは上

気道閉塞に伴うものであることから、睡眠呼

吸障害の病状としていびきはほぼ必発であ

り、いびきは睡眠中の上気道の閉塞状態に関

する重要な情報を含んでいると考えられる。 

 

２．研究の目的 

 本研究では、いびきの音響解析法を軸に、

睡眠中の呼吸様式と、３次元 CT による安静

時の上気道形態の解析を組み合わせ、非侵襲

的で正確な上気道閉塞部位診断法を確立す

ることを目的とした。 

 

３．研究の方法 

初年度は鼻呼吸時および口呼吸時の上気

道閉塞部位といびきの音響特性について研

究を行った。 

方法： 

（１）睡眠呼吸障害患者の終夜睡眠ポリグ

ラフ検査時に同時にいびきの録音を行い、音

響解析した。検査の際、ポリグラフには気流

感知様のセンサーを鼻呼吸用と口呼吸用に

独立して 2チャンネル使用し睡眠中の呼吸様

式を確認できるようにしておき、鼻呼吸およ

び口呼吸におけるいびきの音響特性を確認

した。 

（２）三次元 CT を安静仰臥位で①鼻呼吸

（閉口）②Muller 法（鼻をつまみ閉口のまま

吸気）③口呼吸（「開口距離」を基本とする）

の ３ 条 件 で 撮 影 し た 。 次 い で Volume 

Rendering 法で上気道の 3 次元構築を行い、

各部位の計測を行い各条件で比較した。 

 第２、３年度は、初年度の研究を発展させ

鼻呼吸時および口呼吸時の上気道形態の３

次元 CT での評価を、 3D-multi planner 

reformation による 2 次元的な計測と 3D 

volume rendering image による３次元的な上

気道体積の算出をおこない、呼吸様式による

上気道形態の変化について総合的に詳細な

検討を行った。方法： CT を安静仰臥位で①

鼻呼吸（閉口）③口呼吸の２条件で撮影した。

撮影は０．６２５mm スライスの条件で行い、

画像データを DICOM形式で保存し、データ解

析は Osirix（Macintosh 用画像解析フリーウ

ェア）を用いて行った。次いで 3D-multi 

planner reformation にて下顎角部の上気道

幅径、上気道部断面積を算出、更に Volume 

Rendering 法で上気道の 3 次元構築を行い、

上気道体積の計測を行い、各条件で比較した。 

 

４．研究成果 

（１）口呼吸にともなういびきの音響特性の

変化には、複数のタイプが有るが、口呼吸に

より１０００Hz 周辺の音圧が著明に増大す

るタイプでは、上気道閉塞部位として、両側

の口蓋扁桃が予想される事が明らかになっ

た。 

（２）性別を問わず口呼吸状態では上気道全

体の形態変化があり、３次元的にみた上気道

体積も減少する事が明らかとなった。この結

果は、OSASの治療における鼻呼吸の重要性を

裏付けるものと考えられる。また Osirix を

用いた３次元 CT 画像解析による上気道形態

評価法は、高価な機器を必要とせず、非侵襲

的でかつ、視覚的、客観的に明確な形態診断

が可能であることが示され、診断法として国

内外への普及の可能性が考えられた。 
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